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✧ 中米地域 地震・津波観測能力に関する情報収集・確認調査における 

第一次現地調査の実施 
 

 中米地域（グアテマラ､エルサルバドル、ホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ、及びパナマ）

は、カリブプレート西南端に位置し、太平洋側からココスプレートがカリブプレートの下に沈み

込んでいることに加え、南米プレート北端が接していることもあり、地震が頻発する地域です。 

 また、その太平洋岸では、プレート境界が沿岸部に近接していることから、津波が発生した際、

それが襲来し、影響を及ぼすことが危惧されています。近年では 1992 年ニカラグア（以下「ニ」

国）近海で M7.0 の地震で津波が発生し、地震・津波で多数の死者・行方不明者、経済的損失を、

また 2012 年 8 月 26 日夜エルサルバドル（以下「エ」国）沖で M7.4（日本の気象庁による）で経

済的損失をそれぞれもたらしています。 

 このため、ユネスコ政府間海洋学委員会（以下、IOC と呼ぶ。）の下にある太平洋津波警戒・防

災システムのための政府間調整グループの中の「中米地域ワーキンググループ」で、中米津波警

報センター（以下、CATAC と呼ぶ。）を「ニ」国に設けることで実現に向けた調整がなされてきて

います。 

 津波については、中米の複数の国々に同時に影響を及ぼし、またより適切な警報発表には広域

的な観測データ収集が必要となることから、中米地域として関係国が相互に調整をしながらの対

応が、津波に対する防災では必要とされます。また、各国の支援要請に対応する場合、周辺国へ

の裨益も考慮した効果的かつ効率的な協力内容とすることが必要となります。 

 以上のことから、国際協力機構は、中米６か国を対象に、地震・津波観測の状況と課題、中米

における CATAC の位置づけを踏まえて、要請があった国向けの協力内容の検討に必要な情報収

集・確認の調査を昨年 10 月末から本年 2月末を目途に行うこととしました。そして、調査実施機

関の募集が行われ、当センターは、同調査のメンバー3 名に一員として加わり、予警報体制・シ

ステム、地震観測、及び津波観測のうち津波観測を担当することとなりました。 

 本調査では、後述する「津波 FP 機関」を中心に、①津波警報関係機関への地震津波防災分野全

般及び津波警報発表の現状等について聞き取り、②津波 FP 機関の監視室の現場確認、③観測サイ

トの現地確認、④地方防災機関による警報伝達の状況に関する現地調査などを実施することとし、

第一次現地調査として、11 月中旬頃から 12 月下旬頃まで中米 6 か国の調査にはいりました。そ

の結果は、1月に予定している第二次現地調査に向けて整理してきています。なお、津波 FP 機関

とは、IOC が津波警報を取り扱う窓口機関として定めているものです。また、CATAC は中米各国の

津波 FP 機関と連携・調整の下に機能することが求められています。 

 写真１、２には「エ」国の津波 FP 機関の監視室を、また写真３、４、５には同国の潮位観測サ

イトを示しました。 

 

 



 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                        写真３、４、５ 「エ」国潮位観測サイト 
 

                        （左上データ収録システム等を収納したキュービクル、 
                                     右上センサー部、下全景） 
 

 

 

（振興部 森 滋男） 
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写真１、２ 

「エ」国津波 FP 機関の監視室 

（左写真の右奥の部分が右写真。右写真には、右側の地震津波関係の表示に加えて中ほどに気

象関係の表示が見られる。） 


